
"
 

                                  

  

                                   

                                   

     

原
発
周
辺
に
住
む
市

民
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結

び
集
会 

午
前
一
一
時
か
ら
始

ま
っ
た
集
会
に
は
石
川
、

新
潟
、
宮
城
、
福
井
、
佐

賀
、
鹿
児
島
県
な
ど
原
発

周
辺
に
暮
ら
す
市
民
と

会
場
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

繋
が
り
、
原
子
力
規
制
委

員
長
と
内
閣
総
理
大
臣

へ
「
こ
れ
以
上
原
発
を
動

か
す
べ
き
で
な
い
」
と
の 

                 

    要
請
書
を
手
渡
し
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
事
前
に
提

出
し
て
い
た
質
問
書
へ

の
回
答
を
求
め
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

石
川
・島
根
の
市
民 

か
ら
要
請
書
を
手
交 

 
 要

請
書
が
出
席
の
担
当

官
に
手
交
さ
れ
た
後
、
手

交
の
市
民
か
ら
次
の
よ

う
な
意
見
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。 

                 

中
垣
た
か
子
さ
ん 

私
は 

金
沢
市
に
住
ん
で
い
ま

す
が
、
金
沢
市
で
も
体
験

し
た
こ
と
の
な
い
よ
う

な
激
し
い
揺
れ
で
、
市
直

下
の
活
断
層
地
震
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
震

源
は
能
登
半
島
と
聞
き
、

今
度
は
志
賀
原
発
は
大

丈
夫
か
、
と
心
配
で
た
ま

ら
な
い
毎
日
が
続
い
て

い
ま
す
。 

芦
原
康
江
さ
ん 

私
も

島
根
原
発
か
ら
約
一
一

㌔
の
と
こ
ろ
に
住
ん
で

い
ま
す
。
家
は
老
朽
化
し

た
木
造
で
、
今
回
の
能
登

の
よ
う
な
地
震
が
来
た 

                 

能登半島震災の現実についての質問書要約 

原子力規制委員会宛（規制庁） 

１．今回の地震被害と原子力防災との乖離につい

てどう思うか？ 家屋倒壊と屋内退避、通信手段

途絶と避難指示、道路寸断と避難、避難途上での

安定ヨウ素剤配布等々・・不可能ではないか？ 

２、原子力規制委員会・規制庁では、原子力災害

指針を 何をどのように見直してゆくのか？ 

３，状況の検証作業をどのようにおこなうのか？ 

４、その場合住民・市民の意見を聞く公聴会を行

うのか 

５、原子力災害対策指針では住民を守れない以上、

原発を動かすべきではないのではないか？ 

追加、全面緊急事態（敷地境界で線量率５μSv/h が

１０分以上継続）では、PAZ(５キロ圏内：緊急避難

区域)は避難開始、UPZ（５キロ～３０キロ：避難準

備区域）は屋内退避開始、という理解でいいか？ 

内閣総理大臣宛（内閣府）  

１， 能登半島地震で生じた『原子力防災計画』の 

欠陥を項目別に列挙し「別紙要請書」を提示した。

２．３，内閣府の原子力防災が住民を守れない以

上原発を動かすべきでない。いかがか？ 

 

 

 

 

能登半島地震

  
 ２０２４（令和 ６年）  

  ２月１７日 

      第２５３号    

 編集事務局 S.Oshida   

  ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636                                                     

 

三陸の海を放射能から守る                    

岩手の会（略称）三陸の海・岩手の会   

郵便振替  02240-5-102650

ホームページ  再処理/岩手の環境

/RI 廃棄物 (coocan.jp)  
 

《本紙の全バックナンバー掲載》  

 

 

一
月
三
一
日
参
議
院
議
員

会
館
会
議
室
で
能
登
半
島
地

震
の
実
態
を
踏
ま
え
一
人
の

犠
牲
者
も
出
さ
な
い
住
民
避

難
は
可
能
な
の
か
？ 

そ
れ

が
不
可
能
な
ら
ば
原
発
は
止

め
る
べ
き
と
す
る
市
民
団
体

の
質
問
書
と
要
請
書
提
出
集

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催

は
国
際
環
境

NGO 
FoEjapan 

で
す
。
社
民
党
福
島
み
ず
ほ
議

員
の
協
力
に
よ
り
実
現
し
ま

し
た
。
全
国
か
ら
一
六
三
市
民

団
体
（岩
手
の
会
も
賛
同
）、
一

三
七
三
人
の
個
人
が
賛
同
署

名
し
ま
し
た
。        

 

U-Tube 独立ウェヴジャーナル（IWJ）放映 

https://iwj.co.jp/wj/open/archives/521405    

公開動画 「能登半島地震を踏まえた要請書提出

集会」 全国市民の発言  より 

 

http://sanriku.my.coocan.jp/
http://sanriku.my.coocan.jp/
https://iwj.co.jp/wj/open/archives/521405


ら
家
の
下
敷
き
に
な
っ

て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
倒

壊
す
る
か
も
し
れ
な
い

家
に
屋
内
退
避
す
る
の

が
避
難
計
画
と
は
何
た

る
こ
と
で
し
ょ
う
？
実

効
性
の
な
い
避
難
計
画

で
す
。
原
発
は
即
時
止
め

る
べ
き
で
す 

。 能
登
半
島
現
地 

か
ら
の
報
告 

 

 
 
 

北
野
進
さ
ん
（
志
賀
原
発

を
廃
炉
に
！
訴
訟
原
告

団
長
） 

 

市
内
、
ほ
ぼ
壊
滅
状
態 

今
回
の
地
震
で
は
、
珠

洲
市
内
は
ほ
ぼ
壊
滅
状
態

に
な
り
ま
し
た
。
市
内
各

地
で
、
と
て
も
現
実
の
も

の
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の

悲
惨
な
光
景
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。 

市
長
以
下
連
日
連
夜
、 

懸
命
な
救
命
復
旧
活
動 

災
害
対
応
で
連
日
奮

闘
す
る
市
長
も
副
市
長
も

被
災
者
で
す
。
職
員
も
大

半
が
被
災
者
で
す
。
市
役

所
に
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら

住
民
の
た
め
に
懸
命
に
業

務
に
取
り
組
む
職
員
も
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
全
く
人

手
が
足
り
ず
、
被
災
者
救

出
に
始
ま
り
、
被
災
生
活

支
援
や
孤
立
集
落
へ
の
対

応
、
さ
ら
に
は
イ
ン
フ
ラ

の
復
旧
な
ど
、
非
常
に
多

く
の
業
務
で
す
。
全
国
各

地
か
ら
、
自
治
体
職
員
や

消
防
関
係
者
、
防
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
各

業
界
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て

自
衛
隊
の
皆
さ
ん
に
は
連

日
連
夜
の
懸
命
な
作
業
を

続
け
て
戴
い
て
い
ま
す
。 

も
し
「
珠
洲
原
発
」
が
あ
っ
た

な
ら 

も
し
こ
こ
に
原
発
事
故

が
重
な
っ
て
い
た
ら
ど
ん

な
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う

か
？
珠
洲
市
に
は
か
っ
て

原
発
の
計
画
が
あ
り
ま
し

た
。
住
民
の
反
対
で
計
画

は
阻
止
さ
れ
ま
し
た
が
、

も
し
こ
こ
に
、
珠
洲
原
発

事
故
が
重
な
り
、
放
射
能

が
拡
散
し
て
い
た
ら
、
今

全
国
か
ら
救
援
に
駆
け
つ

け
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆

さ
ん
は
誰
も
来
る
こ
と
が

出
来
な
い
わ
け
で
す
。 

道
路
は
ズ
タ
ズ
タ
、
海

や
空
か
ら
の
避
難
も
で
き

ま
せ
ん
。
奥
能
登
全
域
が

孤
立
状
態
の
中
、
住
民
は

放
射
能
汚
染
に
さ
ら
さ
れ

続
け
ま
す
。
あ
る
意
味
で
、

福
島
原
発
以
上
の
悲
惨
な

事
態
に
な
っ
た
と
私
は
思

い
ま
す
。 

地
震
も
放
射
能
も
待
っ
た
な
し 

住
宅
倒
壊
や
交
通
破
壊

の
地
震
災
害
と
、
原
子
力
災

害
へ
の
対
応
は
両
立
出
来

な
い
の
だ
と
い
う
の
が
、
今

回
の
能
登
の
地
震
を
体
験

し
た
私
の
結
論
で
す
。 

 

原
子
力
規
制
庁
・
内
閣

府
防
災
担
当
官
の
回
答 

 「
原
子
力
事
故
対
策
よ
り
も

地
震
対
策
が
優
先
す
る
」 

？ 

 

原
子
力
規
制
庁
担
当
官 

回
答
（口
頭
） 

地
震
と
原
発
事
故
と

が
同
時
に
起
き
た
場
合

の
対
応
で
す
が
、
原
子
力

規
制
委
員
会
で
、
能
登
地

震
の
状
況
下
で
の
屋
内

退
避
に
つ
い
て
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
家
屋
倒
壊
が

発
生
す
る
よ
う
な
地
震
な

ど
自
然
災
害
と
、
原
子
力

災
害
と
の
複
合
災
害
で
は
、

人
命
最
優
先
の
観
点
か
ら

ま
ず
自
然
災
害
に
対
す
る

安
全
が
確
保
さ
れ
た
あ
と

に
、
原
子
力
災
害
に
対
応

す
る
こ
と
が
基
本
、
と
い

う
考
え
方
が
あ
り
ま
し

て
、
家
屋
倒
壊
や
孤
立
地

域
が
多
か
っ
た
り
す
る

場
合
ま
ず
最
初
は
自
然
災

害
に
対
し
て
踏
ま
え
る
と

い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
委
員
会
と
し

て
は
災
害
指
針
の
防
護
措

置
に
つ
い
て
基
本
的
な
考

え
方
を
変
え
る
必
要
が
な

い
と
い
う
の
が
共
通
認
識

で
し
た
。 

 筋
の
通
ら
な
い
回
答
に
会

場
も
原
発
現
地
も
唖
然

 
 

こ
の
規
制
庁
の
回
答
に

は
会
場
も
原
発
現
地
か
ら

も
唖
然
と
し
た
雰
囲
気
と

な
り
、
抗
議
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。
家
屋
倒
壊
も
、
放
射

能
被
ば
く
も
命
に
関
わ
る

危
機
で
す
。「
自
然
災
害
に

対
処
し
、
そ
れ
か
ら
被
ば

く
に
対
処
す
れ
ば
よ
い
」

と
い
う
回
答
は
あ
り
え
ま

せ
ん
。
被
ば
く
を
選
ん
で
死
ん
で

く
れ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

原
発
は
人
間
が
造
っ
た
も

の
。
大
地
震
が
来
な
い
う
ち

に
原
発
を
止
め
れ
ば
原
発

大
事
故
は
防
げ
ま
す
。 

 

本
当
に 
原
子
力
規
制

委
員
会
の
考
え
か
？ 

書
面
で
回
答
を
約
束
。 

 

こ
の
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
参
加
の
女
川
原
発
、
東

海
第
二
、
柏
崎
刈
羽
、
大
飯
、

高
浜
、
玄
海
、
川
内
原
発
等

の
近
隣
の
市
民
か
ら
、
原

発
廃
止
の
意
見
表
明
が
あ 

                               

り
ま
し
た
。
正
式
回
答
と

し
て
原
子
力
規
制
委
員
長

名
で
の
文
書
回
答
を
二
週

間
以
内
に
受
け
取
る
と
の

確
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

                         

り 

    

北
陸
四
県
の
原
発
に
は
現
在
稼
働
中
が
五
機
あ
り
ま
す
。

群
発
地
震
が
続
く
中
、
直
ち
に
停
止
す
る
べ
き
で
す 

原発の現況

原子力発電所の現在の運

転状況｜原子力規制委員

会 (nra.go.jp) 

 

nippon.com 原子力発電所マップ 

（２０２３年８月時点） 

https://www.nippon.com/ja/

japan-data/h01752/  

 原子規制委員会は「現在の運転状況」に JAEA の

もんじゅとふげんも載せている。２月１０日現在、

運転中は美浜１，大飯１、高浜３機の５機と記載。 

 

https://www.nra.go.jp/jimusho/unten_jokyo.html
https://www.nra.go.jp/jimusho/unten_jokyo.html
https://www.nra.go.jp/jimusho/unten_jokyo.html
https://www.nippon.com/ja/japan-data/h01752/
https://www.nippon.com/ja/japan-data/h01752/

